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論文内容要旨
 結核の発見を目的とする小児の胸部x線集団検査において肺炎は最も多い異常陰影の原因である。
 この際発見される肺炎の病原に関しては殆んど研究されておらず,コクサッキーBウイルス,アデ
 ノウイルス,Myc・p上as皿a(以下M.)p旦eu皿・niaeの意義が報告されているにすぎない。本
 論文においては小児の急性呼吸器感、染症の病原として重要な意義をもつパライソフルェソザウイル
 ス(以下パライ・ウ)が集団検査で発見される小児の肺炎においてどのような病原的意義を有する
 かを明らかにするとともに,小児のパライ・ウ肺炎の疫学と臨床像とを明らかにしょうとした。
 パライ・ウ感染の診断は赤血球凝集阻止(以下HI)反応による血清診断によることとし,第1
 報においてはパライ・ウに対する血清のHI抗体価測定法に関して検討を行なった。
 抗原とするバライ・ウの増殖に関してはヒト胎児腎細胞(以下HEK)とサル腎細胞(以下MK)
 ではi,2,3型,Vero細胞では2,3型が増殖し,3型はそのほかNS,HEp-2,EleLa細
 胞でも増殖した。2,3型では巨細胞形成を主とするCPEがみられ,i型ではみられなかったが
 時に巨細胞形成,円形化を示す試験管があった。3型での実験で特にHEKとMKとにおいては原
 液接種よりio一2～10-4稀釈液接種の方が高い赤血球凝集(以下HA)価のウイルス液がえら
 れた。培養液を細胞とともにかきおとし,超音波処理することによってHA価は1,2,3型とも
 4倍上昇した。これは4。C6日保存後もHA価に著明な低下はなかった。著者は通例1型はMI(に,
 2,3型はVer。細胞に増殖させ,超音波処理後HA価8以上の抗原ウイルスをえている。
 マイクロタイタ一法によるパライ・ウ1,2,3型,HVJ,ムソプスゥイルスのHI抗体価測
 定の条件を検討した。稀釈液のPHは7.6～8.0が至適であって,著者が一般に使用した2.5%ク
 ェン酸ソーダ加生理食塩水はpH8.1であった。モルモットの赤血球濃度は0、6働(最終濃度0.3
ロ
 %),判定時間は2～3時間が至適であった。反応温度は継代パライ・ウ1,2,3型では37C
ロロロ
 は4CよりHA価が低いことがあり,37Cが特に高い値を示すという成績はえられず,4C,
 室温,37。Cの間でほぼ同様のHA価がえられた。HVJ,ムソプスウイルスでは370Cでは溶
ロ
 血をおこすので,4cが至適であった。
 第2報においては仙台市の幼児,学童,生徒の胸部x線集団検査で発見した肺炎小児を対象とし
 てパライ・ウ肺炎に関する観察を行なった。
 昭和40～45年仙台市立全小中高校児童生徒毎年約7万名に5,6月に.胸部X線集団検査が行
 なわれ,肺炎785名が発見された。また昭43～45隼仙台市の保育所,幼稚園児(以下幼児)
 毎年約3、QOO名に5,6月に行なわれた胸部X線集団検査で肺炎54名が発見された。合計839
 名の肺炎中,774名,92%については陰影発見3～4日後に呼出し,咽頭拭い液,血清を採取,
 問診,X線写真,白血球数の検査を行ない,更に約3週後再び呼出し,血清採取其他の検査を行な
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) つた。必要によりその間,その後にも検査を行なった。咽頭拭い液からはM.pneum。niaeの培養
 を行なった。
 774名の肺炎の中初診時無症状又は発病10日以内の525名,67.8%の対の血清について
 パライ・ウ1,2,3型,HVJ,ムソプスウイルスを抗原とし,マイクロタイター法によってHi
 抗体価を測定した。一種以上の抗原に抗体価の有意上昇を示し,パライ・ウ肺炎と診断された肺炎
 は23名あった。HI抗体価の有意上昇をみた抗原はパライ・ウ1型1名,2型6名,3型9名,
 1,2型1名,2,3型1名,3型,HVJ1名,2,3型,HVJ2名,1,3型,HVJ,ムソプ
 スゥィルス1名,1,2,3型,HVJ,ムソプスウイルス1名であって,抗原一種のみの上昇は70
 %であった。
 M.Pneum・niaeの分離,補結抗体価又は発育阻止抗体価有意上昇,補結抗体価圭64の一つ以
 上を示し,M.p。e皿・・郎ae肺炎と診断された小児は52名あった。この中3名はパライ・ウにも
 HI抗体価が上昇しており,その中2名はほぼ同時の感染,i名はM.pne㎝・加ae感染に引ぎつ
 づくパライ・ウの感染と推定された。
 肺炎中に占めるパライ・ウ肺炎の割合は昭和41年の1.0%が最低,40年の6・3%が最高で,
 6ヵ年平均では4.4%であって,集団検査で発見する小児の肺炎におけるパラィ・ウの病原的意義
 はそう大きいものではない。M.pだeumoniae肺炎の肺炎中に占める割合は45年の1.0%から
 43年の28.2%の間にあり・年により大ぎい変動を示レ,平均9・7%であった。パライ・ウ肺炎
 を年令別にみると23名中22名までが小学校3年以下であって,6年間の肺炎中に占める割合は
 幼児8.8嘱,小1年5.6%,小2年6.8%,小3年2.4%,小4～6年1.1%で,中学以上35名
 中にはみられず,パライ・ウ肺炎は低年令層ほどその意義が大きいことを示し,上学年に可成多く
 みられた胚.P且eUm。nlae肺炎とは全く異った態度を示した。またパライ・ウ肺炎は夫々異った
 学校に発見されており,その発生は極めて散発的であった。
 パライ・ウ肺炎では症状は咳が95%,発熱が45%で,M.p五eum・niae肺炎に匹敵し,その
 他の肺炎では更に少なかった。初診時白血球数1万以上は45%で,M.pneum・niae肺炎の28
 %より多く,その他の肺炎の45%と同率であった。初診時赤沈値21簾以上は40%で,M.pn-
 e巳皿・且iae肺炎の43嘱と同率で,その他の肺炎の18%より多かった。赤血球寒冷凝集反応陽
 性率は15%で,その他の肺炎とほぼ同率であったが,寒冷凝集価の分布は64に山があってその
 他の肺炎より高い方に分布し,パライ・ウ肺炎ではM.p且eu皿oniae肺炎程ではないが寒冷凝集価
 が高くなるものと推定された。パライ・ウ肺炎のx線所見は70%に均等性陰影がみられ・大部分そ
 の中に.又は周囲に索状陰影を伴ない,3G%は索状陰影のみからなり,間質性肺炎の像に一致し,
 陰影は下肺野に最も多く,M.p且eum・mae肺炎とほぼ同様であった。3～4週後大部分の例で陰影
 は消失していた。
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 審査結果の要旨
 本論文はパラインフルエンザウイルス(パラィウ)が小児のx線集団検査で発見する肺炎にし
 める病原的意義,小児バライウ肺炎の疫学,臨床像の解明を目的とした研究である。
 パラィウ感染の診断はパラィウ1,2,3型,HVJ,ムンプスウイルスを抗原とし,対の
 血清の赤血球凝集阻止(HI)抗体測定によることとし,第1報ではそれに関与する諸因子の検討
 を行ない,次の成績をえている。
 抗原パライウの増殖は1,2,3型はヒト胎児腎細胞,サル腎細胞の培養で,2,3型はVer・
 細胞で,3型は聾S,HEp-2で増殖した。ウイルス原液より稀釈液接種の方が高い赤血球凝集
 (HA)価のウィルス液がえられた。またウイルス液を細胞とともに超音波処理することによりHA
 価の高い抗原ウイルス液をえた。
 マイク・タイタ一法による抗原ウィルスのHA価測定の至適条件は稀釈液のpHは7.6～8.0,
 モルモット赤血球濃度は0.6%(最終0.3%),反応温度はパライウでは37。C,HVJ,ムソ
 プスウィルスでは2～4。C,判定時間は2～3時間であった。
 第2報においては昭和40～45年仙台市立全小中高校児童生徒毎年約7万名,43～45年仙
 台市保育所,幼稚園児毎年約2千～3千名に,5,6月に行なった集検で発見された839名うち肺
 炎のうち,無症状でまたは発病10日以内に第1回採血と検査を行なった525名(67.8%)の
 肺炎小児を対象として,対の血清でのHIテストによってパライ・ウ肺炎を診断し,M.pneum。_
 n紛e肺炎と比較観察し,次の成績をえている。
 23名(4、4%)はHI抗体価上昇を示し,パライ・ウ肺炎と診断された。52名(9.9%)はM.p・一
 eum・頂aeの分離陽性又は補体結合反応からM.pneum。niae肺炎と診断された。うち3名は双方の
 感染の証拠を示していた。
 パライウ肺炎の全肺炎にしめる割合は年によって異なり,1.0%から8.0%の間にあった。その発生
 は散発的であった。M.Pne。m。且iae肺炎の割合は年により大きい変動を示し,1.0嘱から28.2%の
 間にあった。年齢別ではパラィウ肺炎は大部分が小3年以下で,年齢の小さい程発見率が大きく,
 上学年に可成多くみられたM.p皿eum・niae肺炎とは異っていた。
 パラィウ肺炎はM.餌e㎜・n曼ae肺炎とともにその他の肺炎より発熱例が多く約半数を占め,
 白血球数は瓢.pneum・niae肺炎より増多例が多く約半数をしめ,赤沈はM.pn磁m・niae肺炎に
 30伽以上の亢進例が稍々多かった。パラィ・ウ肺炎においてもM.pne血m。niae肺炎程高くはな
 いが赤血球寒冷凝集価が上昇することを示唆する所見を得た。x線所見は両肺炎とも間質性肺炎の
 像を呈しており,陰影は右下肺野に最も多くみられた。
 本論文における小児のx線集団検査で発見した肺炎にしめるバラィ・ウの病原的意義,バラィ・
 ウ肺炎の疫学,臨床像をM.pn服m。niae肺炎と対比して解明した研究は他に例がなく,独創的研
 究である。従って本論文は学位を授与するに値する論文であると断定する。
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